
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ５ 年 １ 月 ５ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 46 9「 栄 え の 王 に ま す 主 の 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 420「あ なたの持てる悩みは」 一 同

教 会 学 校 「 君 へ の 特 別 な 贈 物 」 牧 師

讃 美 聖 歌 6 5 4 「 一 度 死 に し 吾 を も 」 一 同

聖 書 朗 読 第一テモテ6:6-11

奨 励 新年メッセージ 牧 師

主 題 「充ち足りる信仰」

讃 美 聖 歌 3 3 6 「 い か に 恐 る べ き 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 創 世 記 第 38 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
１ /５ (日 )新 年 礼 拝

/６ (月 )
/７ (火 )
/８ (水 )13:00牧師祈り会(上杉)
/９ (木 )8:30OBSﾁｬﾍﾟﾙ 10:祈り会
/10(金 )10-12:OBSｸﾗｽ
/1 1(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に 《 ｢吾 唯 足 知 ｣の 蹲 踞 》

ご い そ く ぢ つ く ばい

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 気 に す る こ と な く … 」
（ マ ザ ー ・ テ レ サ の 言 葉 ）

人は、不合理、利己的です。気にすることなく、人を愛しなさい。

あなたが善を行うと、利己的な目的でそれをしたと言われるでしょう 。
気にすることなく 、善を行いなさい。

目的を達しようとする時、邪魔立てする人に出会うでしょう 。
気にすることなく 、やり遂げなさい。

善の行いをしても 、おそら く次の日には忘れられるでしよう 。
気にすることなく 、し続けなさい。

あなたの正直さと誠実さが、あなたを傷つけるでしょう 。
気にすることなく 、正直で誠実であり続けなさい。

あなたのつくりあげたものが、壊されるでしょう 。
気にすることなく 、作り続けなさい。

助けた相手から、恩知らずな仕打ちを受けるでしょう 。
気にすることなく 、助け続けなさい。

あなたの中の最良のものを、この世に伝えなさい。
蹴り返されるかもしれません。

でも気にすることなく 、最良のものを与え続けなさい。


